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臨
時
県
議
会
ひ
ら
く

現
議
場
で
は
最
後
の
県
議
会

第
七
回

「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」ひ
ら
く

こ
と
し
の
新
成
人
を
祝
っ
て
「
第
七
回
は
た

ち
の
つ
ど
い
」
が
、

一
月
二
十
日
県
民
会
館

に
、
市
町
村
代
表
三
九
人
が
出
席
し
て
聞
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
成
人
式
を
迎
え
た
青
年
た
ち
を
招

い
て
激
励
す
る
と
と
も
に
、
若
い
人
た
ち
の
意

見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
県
が
毎
年
聞

い
て
い
る
も
の
で
す
。

竹
島
出
納
長
、
村
上
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
川
島
富
山
婦
人
少
年
室
長
の
司
会
で
、

か
は
た
ち
を
迎
え
て
の
抱
負
d

p

現
代
社
会
と

青
年
。
の
二
つ
の
テ
l
マ
に
つ
い
て
、
約
一
時

間
半
熱
心
に
話
し
あ
い
ま
し
た
。

青
年
た
ち
か
ら
は
、
大
人
の
社
会
へ
仲
間
入

り
し
て
の
不
安
や
、
公
害
、
教
育
問
題
な
ど
、

県
政
に
対
す
る
要
望
が
、
相
つ
い
で
出
さ
れ
ま

し
た
。

公
害
防
止
条
例
の
一
部
改
正
案
を
審

議
す
る
一
月
臨
時
県
議
会
は
、

一
月
二

十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
ひ
ら
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
末
の
国
会
で
、
公
害

関
係
の
法
律
が
制
定
、
改
正
さ
れ
た
の

を
機
に
、
本
県
で
も
公
害
行
政
を
積
極

!今回から一問一答方式が採用された臨時県議会 i

的
に
進
め
る
た
め
、
こ
ん
ど
の
法
改
正

に
も
と
、
、
つ
い
て
、
条
例
を
改
正
す
る
と

と
も
に
、
県
独
自
の
立
場
で
改
正
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
事
項
も
あ
わ
せ
て
提

案
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
主
な
点
は
、
①
公
害
の
定
義

に
土
壌
汚
染
を
加
え
る
②
事
業
者
に
廃

棄
物
の
自
己
処
理
の
責
務
を
明
示
③
知

事
は
毎
年
県
議
会
に
公
害
防
止
に
関
す

る
報
告
を
す
る
義
務
づ
け
④
県
独
自
の

環
境
基
準
を
定
め
る
⑤
県
の
自
然
的
、

社
会
的
条
件
に
即
し
た
公
害
対
策
の
諸

計
画
を
策
定
す
る
⑤
規
制
規
準
に
適
合

し
な
い
、
ば
い
煙
な
ど
を
排
出
し
た
企

業
者
に
は
、
直
罰
制
を
採
用
⑦
改
善
勧

告
、
改
善
命
令
、
一
時
停
止
命
令
は
選

択
的
に
発
動
③
深
夜
の
騒
音
防
止
措
置

を
新
た
に
加
え
た
。
な
ど
で
す
。

こ
の
改
正
は
、
国
の
法
改
正
以
来
、

全
国
初
め
て
の
ケ
l
ス
で
す
。

な
お
、
建
設
中
の
県
議
会
議
事
堂
が

二
月
中
旬
完
成
す
る
た
め
、
県
庁
舎
内

の
現
議
場
で
は
最
後
の
県
議
会
と
な
り

ま
し
た
。

長官全国一きびいし規制一一;

住友化学と公害防止協定に調印一一

富
山
新
港
臨
海
工
業
地
帯
で
、
昨
年
二
月
か
ら
操

業
を
開
始
し
た
住
友
化
月
平
富
山
製
造
所
の
フ
ッ
素
化

合
物
排
出
濃
度
を
、
具
体
的
に
規
制
し
よ
う
と
、
県

と
住
友
化
学
に
よ
る
「
公
害
防
止
協
定
」
調
印
式
が

昨
年
十
二
月
二
十
四
日
、
県
庁
で
行
な
わ
れ
、
中
田

知
事
と
野
口
住
友
化
学
常
務
と
で
、
協
定
書
が
と
り

か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

協
定
の
内
容
は
、
フ
ッ
素
化
合
物
の
排
出
濃
度
を

フ
ッ
素
と
し
て
、

一
立
方
財
中

0
・
九
訂
以
下
(
一

・
O
六
P
P
M
以
下
)
に
押
え
る
こ
と
が
骨
子
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
さ
る
九
月
に
施
行
さ
れ
た
県
公
害

防
止
条
例
の
規
制
基
準
で
あ
る
一
立
方

M
中
、
二

・

五
釘
(
約
二

・
九
五
P
P
M
)
よ
り
も
約
三
倍
も
き

び
し
く
、
自
治
体
と
企
業
が
と
り
か
わ
し
て
い
る
フ

ッ
素
化
合
物
に
関
す
る
公
害
防
止
協
定
で
は
、
全
国

で
最
も
き
び
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
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イ
病
判
定
に
新
鋭
機

全
国
で
初
め
て
中
病
ヘ
」

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
は
不
明
確
と
さ
れ
て
い
た
イ

タ
イ
イ
タ
イ
病
の
判
定
を
、
X
線
透
過
に
よ
っ
て
グ

ラ
フ
化
し
、
他
の
病
原
に
よ
る
骨
委
縮
と
区
別
す
る

新
鋭
機
「
走
査
キ
モ
グ
ラ
フ
ィ
l
」
が
、
全
国
で
初

め
て
県
立
中
央
病
院
に
設
置
、
実
用
化
さ
れ
ま
し

た。
さ
し
あ
た
り
、
老
人
の
骨
委
縮
と
イ
病
に
よ
る
骨

委
縮
の
鑑
別
を
主
と
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
は
カ
ド

ミ
ウ
ム
、

マ
ン
ガ
ン
、
フ
ッ
素
な
ど
、
病
原
体
の
分

類
も
可
能
と
み
ら
れ
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
阿
部
県
厚
生
部
長
を
は
じ
め
、
国
立
ガ

ン
セ
ン
タ
ー
、
県
立
中
央
病
院
イ
病
研
究
グ
ル
ー
プ

の
手
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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